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B ks
大
川
周
明
と
い
え
ば
、
東
京
裁
判
で
東
条
英

機
の
頭
を
叩
い
て
精
神
の
異
常
を
疑
わ
れ
た
国

家
主
義
運
動
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
代
表

作

『復
興
亜
細
亜
の
諸
問
題
』
は
、
ま
と
ま
つ

た
ア
ジ
ア
主
義
の
古
典
で
あ
り
、
『新
亜
細
亜

小
墾辺

は
数
篇
の
論
文
を
ま
と
め
た
戦
争
時
局

論
で
あ
る
。
前
者
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
後

に
、
革
命
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
復
興
ア
ジ
ア
の
潮
流

が
結
び
つ
い
て
、
欧
米
の
帝
国
主
義
を
倒
す
流

れ
が
出
現
す
る
と
説
い
た
わ
「ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ

キ
の
東
漸
政
策
」
は
、
第
一
に
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ

ズ
ム
そ
の
も
の
の
宣
伝
で
あ
り
、
第
二
は
ア
ジ

ア
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
資
本
国
家
の
駆
逐
で

あ
る
。
「第
二
の
目
的
に
於
て
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ

ィ
キ
と
ア
ジ
ア
と
が
、
全
然
相
一
致
す
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
共
通
の
敵
た
る
西
欧
列

強
と
戦
う
こ
と
に
於
て
、
両
者
が
握
手
す
る
こ

と
に
何
の
不
可
思
議
も
な
い
」。

す
な
わ
ち
大
川
は
、
イ
ス
ラ
ム
と
ソ
ビ
エ
ト

の
動
向
が
ア
ジ
ア
の
将
来
を
決
す
る
鍵
に
な
る

と
予
測
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
進
ん
で
大

川
は
、
ア
ジ
ア
復
興
の
先
鞭
を
つ
け
た
日
本
に

イ
ス
ラ
ム
や
ソ
ビ
エ
ト
と
の
提
携
を
勧
め
て
、

欧
米
本
位
の
国
際
シ
ス
テ
ム
を
終
わ
ら
せ
る
と

い
う
野
心
的
な
構
想
を
描
い
た
よ
う
だ
。

し
か
し
、
日
本
は
提
携
す
べ
き
中
国
と
泥
沼

の
戦
争
に
入
っ
た
だ
け
で
な
く
、
薦
介
石
を
米

英
と
同
盟
さ
せ
た
結
果
、
勝
算
の
な
い
大
戦
争

に
突
入
し
た
の
で
あ
る
。日
本
と
ア
メ
リ
カ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
太
陽
と
衆
星
を
象
徴
と
し
て
お
り
、

あ
た
か
も

「白
日
と
暗
夜
」
の
対
立
を
意
味
す

る
が
ご
と
き
関
係
に
あ
る
と
霧
亜
細
亜
小
墾遡

の
な
か
で
断
定
す
る
。
ア
ジ
ア
の

「唯
一
の
綜

合
者
」
は
日
本
で
あ
り
、
「欧
羅
巴
」
の

「最

後
の
登
高
者
」
は
ア
メ
リ
カ
な
の
だ
。

こ
う
し
て
大
川
は
、
真
の
世
界
史
と
は
、
東

西
両
洋
の
対
立

・
抗
争
・
統
一
の
歴
史
で
あ

り
、
東
西
の
決
戦
に
よ
っ
て
常
に
向
上
の
一
段

を
登
っ
て
き
た
。
日
米
は
、
ギ
リ
シ
ヤ
と
ペ
ル

シ
ヤ
、
カ
ル
タ
ゴ
と
ロ
ー
マ
が
戦
わ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
よ
う
に
、
戦
う
べ
き
運
命
に
あ
っ
た

と
主
張
す
る
。
そ
れ
で
も
、
自
由
を
得
た
イ
ン

ド
と
、
覚
醒
せ
る
中
国
と
団
結
す
る
こ
と
が

「大
東
亜
共
栄
圏
」
成
功
の
条
件
だ
と
、
あ
く

ま
で
も
ア
ジ
ア
解
放
こ
そ
日
米
戦
争
の
帰
結
を

左
右
す
る
と
語
る
の
だ
ゃ

『新
亜
細
亜
小
論
』
で
は
、
日
支
事
変

（日
中

馨
こ

の
解
決
と
南
方
へ
の
進
出
が
日
本
の
願

い
で
あ
り
、
日
支
が
協
力
す
れ
ば
ア
ジ
ア
解
放

の
大
業
も
容
易
に
成
功
す
る
と
楽
観
視
し
た
。

両
国
が

「亜
細
亜
モ
ン
ロ
ー
主
義
」
を
声
明
す

れ
ば
、
侵
略
主
義
の
ア
メ
リ
カ
も
、
こ
れ
を
承

認
す
る
以
外
に
方
策
は
見
当
た
ら
な
い
か
ら

だ
。
「此
の
千
載
一
遇
の
大
機
に
於
て
、
何
時

ま
で
両
国
は
相
戦
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
は
、
国

民
総
体
の
憂
で
あ
る
」。
こ
の
指
摘
自
体
は
ま

こ
と
に
正
し
い
。
現
在
の
混
迷
を
深
め
る
日
中

関
係
を
理
解
し
、
イ
ス
ラ
ム
国
に
よ
る
国
際
秩

序
へ
の
挑
戦
を
正
確
に
把
握
す
る
う
え
で
も
、

大
川
周
明
の
議
論
は
先
駆
的
な
問
題
提
起
と
し

て
無
視
で
き
な
い
内
容
に
温
れ
て
い
る
。
●

現
在
の

国
際
秩
序
を
理
解
す
る
、

先
駆
的
な
予
見
書
。
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